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研究要旨 

本件研究では，リハビリテーションの一翼を担う作業療法士の 3Dプリンタの活用状況と活

用に至る背景について検証することを目的とする．調査対象は，一般社団法人日本作業療法士

協会の会員所属名簿に登録されている施設 13,668件に所属する作業療法士とし， Webアンケ

ートを実施した．回答者総数は 3,469 名のうち，3Dプリンタの使用経験を「ある」と答えたも

のは 153名（4.4％）であった．作業療法に 3Dプリンタを導入する上での課題としては，環境・

制度に関するものとして，「職場に 3Dプリンタがない」，「職場に 3Dプリンタを購入する費

用がない」，「3Dプリンタで作成した製品に対する診療報酬がない」，の順に回答数が多かっ

た．知識・技能に関するものでは，「3Dプリンタの使い方がわからない」，「3Dプリンタで

作るものの 3Dデータを作れない」，「作業療法において 3Dプリンタを活用する具体的な工程

がわからない」であった．作業療法分野では，他業種と同等程度の 3Dプリンタ活用率である

可能性が示唆されたが，導入に際しては，3Dプリンタを購入する費用や制度上の問題があるこ

とが明らかとなった．また，使用方法に関する知識や 3Dデータ作成，作業療法場面で活用す

るための具体的な工程が不明確な点をサポートする必要性が考えられた． 

 

A．研究目的 

近年，リハビリテーション分野において 3D プリ

ンタを含むデジタルファブリケーション技術（DF技

術）を活用した取り組みの報告が散見されるように

なり，その範囲は義肢・装具，自助具などの福祉用

具製作にまで拡がっている 1)．また，3D プリンタに

関する知識や技術に関する講義が，作業療法士の養

成教育において取り上げられるようになった 2）．し

かしながら，リハビリテーションの一翼を担い，福

祉用具を扱うことが多い作業療法士が3Dプリンタの

知識や技術をどの程度身に着けており，実際の臨床

現場において3Dプリンタがどの程度活用されている

のかは明らかになっていない． 

本研究では，臨床現場で障害者に対し自助具の評

価・作成・適合をする機会の多い専門職として，作

業療法士に焦点をあてた．全国の作業療法士を対象

とし，3D プリンタ活用に関する質問紙調査を行うこ

とで，作業療法士における 3D プリンタの活用状況

と活用に至る背景について検証することを目的とし

た． 

 

B．研究方法 

臨床での自助具製作などへの3Dプリンタの活用状

況や，活用の促進・阻害因子を把握するため，作業

療法士への大規模アンケート調査を実施した．  

 

調査方法：郵送法による Webアンケート調査．施設

の作業療法部門責任者宛てに郵送し，所属している

作業療法士 1名以上に Web上で回答いただくよう依

頼した． 

 

調査対象：一般社団法人日本作業療法士協会の会員

所属施設名簿に登録されている施設13,668件に所属

している作業療法士．アンケート冒頭の「同意」と

「作業療法士の有資格者」にチェックがなされない

と以後の回答ができない設定とした． 
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調査内容： 

Ⅰ）自身の経験・属性・強み 

Ⅱ）3Dプリンタ全般への知識・経験・認識 

Ⅲ）3Dプリンタ導入に関して 

Ⅳ）3Dプリンタを使用したことがあると回答した者

への質問 

 

（倫理面への配慮） 

 杏林大学保健学部倫理審査委員会から承認を受け

た（承認番号 2022-69）．また，日本作業療法士協会

より会員所属施設名簿に関する使用の許可を得た． 

 

C．研究結果 

 回答者総数は 3,469名であった． 

 

Ⅰ）自身の経験・属性・強み 

  回答者の所属している機関は医療機関が 2,748

名（79.2％）でもっとも多く，ついで介護保険関連

機関 1,162名（33.5％）が多かった（表 1）．働い

ている作業療法の領域は，身体障害領域 1,752 名

（50.5％），老年期障害領域 1,137名（32.8％），

発達障害領域 272名（7.8％），精神障害領域 268

名（7.7％），その他 40名（1.2％）であった（表 2）． 

 

Ⅱ）3Dプリンタ全般への知識・経験・認識 

 3Dプリンタの使用経験は，「ある」153名（4.4％），

「ない」3,316名（95.6％）であった（表 3）． 

3Dプリンタ全般に対してどの程度の知識を持って

いるか「0：見たことも聞いたこともない～10：使い

方や作れるものの概要を知っている」の回答では，

中間（6）未満の回答が 2,631 名（75.9％）であった

（表 4）． 

 

Ⅲ）3Dプリンタ導入に関して 

 「作業療法に 3Dプリンタを導入する上での課題」

では，A）環境・制度に関するものとして，「職場に

3Dプリンタがない」，「職場に 3Dプリンタを購入

する費用がない」，「3Dプリンタで作成した製品に

対する診療報酬がない」，の順に回答数が多かった

（表 5）．B）知識・技能に関するものでは，「3D

プリンタの使い方がわからない」，「3D プリンタで

作るものの 3Dデータを作れない」，「作業療法にお

いて3Dプリンタを活用する具体的な工程がわからな

い」であった（表 6）． 
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Ⅳ）作業療法で 3Dプリンタを使用したことがある 

者への質問 

 3Dプリンタの使用経験があると回答した 153名の

うち，作業療法で使用したことがある者は 84名

（54.9％）であった（表 7）．使用した理由では，

もともと 3Dプリンタに興味があったためが 44名で

もっとも多く，次いで対象者への対応で必要であっ

たためが 37名であった（表 8）．3D プリンタを使用

することのメリットは，「既製品とは異なり，対象

物や対象者の状態に合わせることができる」，「一

度作製したものを，何度でも複製できる」，「作製

の過程で寸法や角度などを微調整できる」の順に回

答数が多かった（表 9）．デメリットは，「CADデー

タを作成するのに時間がかかる」，「CADデータを

作成するのが難しい」，「材料やメンテナンスにコ

ストがかかる」の順であった（表 10）． 

 

Ｄ．考察 

 医療機関や介護保険関連機関に勤める作業療法士

は自助具などの福祉用具作製に関わる機会が多いこ

とが推察されるが，3Dプリンタの使用経験があるも

のは 4.4％であり，作業療法場面（自助具や福祉用

具作製など）での使用経験はそのうち 54.9％であっ

た．MM総研による国内法人の 34,776 名に対する web

アンケート（2019）3)では，デスクトップ 3Dプリン

タの導入率は 4.0％とされており，作業療法分野に

おいても，他業種と同等程度の活用率である可能性

が考えられた． 

 導入に際する障壁に関しては，3Dプリンタを購入

する費用や制度上の問題があるため，作業療法場面

で必要な手段（道具）として，準備や選択すること

が困難なことが推察された．また，使用方法に関す

る知識や 3Dデータ作成，作業療法場面で活用するた

めの具体的な工程が不明確な点をサポートする必要

性が考えられた． 

 作業療法場面で 3Dプリンタを使用した経験がある

者の使用理由は，「もともと興味があったため」，

「対象者への対応で必要であったため」という回答

であった．3D プリンタを作業療法で活用する場合，

先ずは3Dプリンタ自体に興味を持つことが重要であ

る．また，Technology Acceptance Model では，新

しいテクノロジーを活用するためには，有用性の認

識と使いやすさの認識が必要とされており 4)，3Dプ

リンタが作業療法においてどの程度有用であるか，

どのくらい使い勝手が良いものなのかを示すことが，

活用を促すための重要な要素であることが示唆され

た． 

 

Ｅ．結論 

 作業療法分野においても 3Dプリンタなどの DF技

術は活用されはじめているが，導入に際しては環境・

制度上や知識・技術面での障壁がある．3Dプリンタ

に対する興味をもってもらうことや，作業療法場面

での活用の有用性を示すことが利活用の促進につな

がる可能性がある． 
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